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何
が
人
間
に
と
っ
て
一
番
大
切
な

の
か
。
洪
水
の
よ
う
に
ハ
ン
ラ
ン
す

る
情
報
過
多
と
と
も
に
、
価
値
観
が

多
様
化
し
て
来
た
。

と
り
わ
け
青
年
は
生
活
体
験
が
浅
い

だ
け
に
、
社
会
の
激
動
と
と
も
に
、

価
値
の
多
様
化
に
大
き
く
ゆ
れ
動
い

て
い
る
。

青
年
は
次
代
を
背
負
う
と
い
う
が

次
代
ど
こ
ろ
か
現
代
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
で
あ
る
。
そ
れ
が
証
拠
に
よ
い
に

つ
け
悪
い
に
つ
け
て
「
若
者
」
が
登

場
す
る
。
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
と
い
い
、

ノ
ン
ポ
リ
と
い
い
、
フ
ー
テ
ン
と
い

い
「
目
玉
商
品
」
と
し
て
、
マ
ス
コ

、
、
・
も
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
と
り
あ
げ

る
。
ま
こ
と
に
若
者
は
引
く
手
あ
ま

た
で
フ
ィ
リ
ン
グ
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
。
い
ず
れ
の
時
代
で
も
若
者
に
共

通
す
る
も
の
は
、
革
新
に
つ
ぐ
革
新

で
あ
る
。
古
い
も
の
は
何
ん
で
も
悪

6
と
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
に
、
新
し
い
も

・
の
を
求
め
る
。

造
反
に
青
春
の
エ
ネ
ル
ギ
；
を
燃

焼
さ
せ
る
の
が
ゲ
バ
学
生
で
あ
る
。

フ
ー
テ
ン
族
は
、
性
別
不
明
の
よ
い

カ
ッ
コ
を
し
て
、
旧
来
の
社
会
体
制

を
消
極
的
に
否
定
し
去
る
。
積
極
と

消
極
の
ち
が
い
は
あ
る
が
、
造
反
の

一
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

厄
介
な
の
は
ノ
ン
ポ
リ
で
世
の
中
は

ジ
タ
バ
タ
し
て
も
、
ど
う
に
も
な
ら

じ
、
青
春
と
価
値
の
多
様
化

洗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
大
　
馨

と
す
る
。
む
ろ
ん
一
部
の
ア
ク
チ
ブ

は
、
そ
の
ま
ま
職
業
運
動
家
に
走
る

が
、
ほ
ん
の
数
え
る
し
か
い
な
い
。

フ
ー
テ
ン
も
ノ
ン
ポ
リ
も
同
様
で
ひ

と
皮
む
け
ば
善
良
な
青
年
に
か
わ
り

は
な
い
。

　
お
た
が
い
の
青
春
時
代
を
ふ
り
か

え
っ
て
も
、
思
い
あ
た
る
節
が
多
い

か
っ
て
「
失
う
も
の
は
鉄
鎖
の
み
」

と
気
負
い
立
っ
た
彼
等
は
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
か
、
大
部
分
が
標
準
的

な
生
活
を
し
て
、
各
方
面
で
立
派
に

活
躍
し
て
い
る
。

　
こ
う
見
て
く
る
と
造
反
の
若
者
も

す
じ
金
入
り
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら

来
る
も
の
で
は
な
い
。
マ
ス
コ
ミ
の

つ
く
っ
た
「
虚
像
」
に
す
ぎ
ぬ
。
別

の
角
度
か
ら
い
う
と
、
若
者
の
は
げ

し
い
造
反
も
、
多
分
に
ム
ー
ド
的
な

と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
ゲ
バ
も
ノ
ン
ポ
リ
も
フ
ー
テ
ン
も

実
像
で
は
な
く
虚
像
に
す
ぎ
な
い
。

虚
像
で
な
け
れ
ば
社
会
人
と
な
っ
た

ト
タ
ン
に
、
職
場
へ
の
忠
誠
の
誓
え

る
は
ず
は
な
か
ろ
う
。
　
「
い
ま
の
若

者
は
」
と
、
と
り
立
て
て
嘆
く
必
要

も
あ
る
ま
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
現
代
の
若
者
は
あ

ま
り
に
も
う
つ
り
身
が
早
や
す
ぎ
る

き
の
う
の
極
左
が
、
き
ょ
う
の
右
よ

り
に
な
る
。
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う

に
、
価
値
観
が
一
定
せ
ず
、
多
様
化

し
て
来
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

価
値
と
は
人
間
の
よ
っ
て
も
っ
て

起
つ
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
価
値
に
は
種
々
雑
多
な

も
の
が
あ
る
。
ま
ず
健
康
で
、
カ
ネ

も
ほ
し
い
に
き
ま
っ
て
い
る
。
学
歴

の
値
打
ち
も
さ
が
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
ぬ
き
が
た
い
も
の
が
あ
る
。

　
悪
妻
は
六
十
年
の
不
作
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
、
良
妻
の
値
打
ち
は
高
い
。

こ
ど
も
の
よ
り
よ
い
成
長
、
忠
告
し

合
え
る
友
を
も
つ
こ
と
も
、
事
業
が

グ
ン
グ
ン
の
び
る
の
も
、
大
き
な
価

値
に
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
価
値
は
相
対
有
限
な
も
の
で
、

絶
対
の
価
値
で
は
な
い
。
時
が
た
て

ば
雲
散
霧
消
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
時
間
、
空
見
を
超
越
す
る
不
滅
の

価
値
と
は
、
い
っ
た
い
何
な
の
か
。

価
値
の
多
様
化
の
中
に
あ
っ
て
、
多

様
化
の
価
値
を
そ
の
ま
ま
生
か
す
こ

の
一
点
を
究
明
し
た
い
。

期
日
＋
月
二
＋
六
日

場
所
小
松
原
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
太
田
新
田
ま
で
行
き
、
そ
れ
か

ら
先
約
三
時
間
半
の
歩
行
に
な
り

ま
す
。
）

会費

　
天
千
円

対
象
史
垂
以
上

募
巣
人
員
先
着
五
十
名

申
し
込
み
十
月
二
十
日
ま
で
に

　
　
　
公
民
館
宛
。

尚
、
十
月
二
士
百
午
後
七
時
半

よ
り
、
公
民
館
で
参
加
者
の
打
ち

合
せ
会
を
行
い
ま
す
。

◇
村
長
杯
村
民
球
技
大
会

期
日
士
月
九
日

場
所
田
沢
小
、
中
体
育
館

種
目
卓
球
、
籠
球
、
排
球

尚
、
詳
細
は
十
月
号
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

公
民
館
（
電
茜
西
九
三
）

ぬ
と
積
極
、
消
極
の
動
き
を
白
眼
視

す
る
。

　
マ
ス
コ
ミ
は
青
年
の
革
新
へ
の
熱

情
を
あ
ふ
り
立
て
る
。
若
者
は
こ
れ

に
振
り
ま
わ
さ
れ
る
が
、
考
え
て
み

る
と
じ
っ
さ
い
は
消
耗
品
扱
い
を
さ

れ
て
い
る
。
飽
く
こ
と
を
知
ら
ぬ
マ

ス
コ
ミ
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
新
し
い
消
耗

品
を
求
め
て
廃
物
に
す
る
。

　
こ
こ
で
い
い
た
い
の
は
、
造
反
の

英
雄
に
ま
つ
り
上
げ
ら
れ
た
若
者
た

ち
も
卒
業
し
て
就
職
す
る
と
ケ
ロ
リ

十
～
十
一
月
の

　
　
　
　
　
公
民
館
行
事
案
内

　
中
里
文
芸

　
　
　
九
月
投
稿

漆
一
葉
染
む
る
も
見
え
て
三
ツ
の
山

　
　
　
　
　
　
菊
子

沈
み
ゆ
く
夜
風
鈴
の
音
を
の
こ
し

　
　
　
　
　
　
大
泉

ト
マ
ト
描
く
ト
マ
ト
の
精
に
圧
さ
れ

つ
・　
　
　
　
　
　
寂
子

夕
食
を
急
が
れ
て
仰
ぐ
花
火
か
な

　
　
　
　
　
　
と
し
子

台
風
も
す
ぎ
て
安
堵
の
穂
は
み
の
り

　
　
　
　
　
　
芒
月

秋
ま
つ
り
人
の
頭
の
暑
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
孝
風

飛
石
に
知
る
や
秋
立
つ
足
ざ
わ
り

　
　
　
　
　
　
時
習

暑
さ
夢
破
る
は
り
戸
の
は
ぐ
れ
蝉

　
　
　
　
　
　
玉
泉

食
卓
の
秋
菜
料
理
に
食
ま
せ
り

　
　
　
　
　
　
栄
山

ひ
で
り
憎
み
豆
の
花
た
ち
い
と
し
げ

な
　
　
　
　
　
　
お
の
え

母
衣
蚊
帳
の
吾
子
大
き
く
見
え
に
け

り

　
　
　
　
　
　
カ
　
ウ

手
金
に
勝
る
黄
金
に
渡
る
風

　
　
　
　
　
　
海
人

虻
群
れ
て
牧
牛
の
尾
の
振
り
止
ま
ず

◇
村
長
杯
村
民
野
葵
会

　
期
日
十
月
十
日
午
前
八
時
よ
り

　
場
所
田
沢
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
（
参
加
チ
ー
ム
多
数
の
場
合
は
、

　
　
倉
俣
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
使
用
し

　
　
ま
す
）

申
し
込
み
十
月
八
日
午
後
五
時

　
　
ま
で
に
公
民
館
へ

　
尚
十
月
八
日
午
後
八
時
よ
り
公
民

館
で
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

　
大
会
当
日
雨
天
の
場
合
は
、
改
め

　
て
日
程
を
検
討
す
る
。

◇
村
民
剣
道
大
会

期
日
＋
月
＋
九
日

　
場
所
田
沢
小
学
校
屋
内
運
動
場

◇
村
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　
人
生
往
来

◎
産
声
氏
名
　
　
父
の
名
　
　
部
落

小
林
ミ
ッ
エ
　
広
■
敏
　
　
土
倉

佐
藤
恵
利
子
良
永
　
　
上
山

鈴
木
　
努
八
郎
　
荒
屋

島
田
由
美
子
金
治
　
　
倉
俣

◎
高
砂
藩
鞭
姻
墾
韓
罎

◎
昇
天氏
名
年
令
　
　
部
落

清
滝
精
太
郎
（
八
四
　
　
　
東
田
尻

藤
田
政
一
郎
（
八
◎
　
　
　
清
田
山

岡
村
　
カ
ト
（
七
二
）
　
　
　
倉
　
俣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迫
風

陸
稲
の
白
穂
出
し
た
る
暑
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
石

く
も
の
子
に
寄
ら
る
心
に
顕
つ
砦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

下
り
月
底
鳴
く
虫
の
音
の
さ
び
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
児

百
日
紅
燃
え
て
ま
ず
し
き
語
を
探
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

○
日
時
1
0
月
1
3
日
午
後
1
時
～
4

　
　
　
時

○
場
所
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
i

o
相
談
事
項
◎
行
政
相
談

　
　
　
　
　
◎
人
権
相
談

　
　
　
　
　
◎
心
配
ご
と
相
談

　
　
寄
　
　
贈

　
山
崎
の
武
田
ミ
ノ
ル
さ
ん
は
、
総

合
セ
ン
タ
ー
の
飾
り
物
に
と
、
こ
の

ほ
ど
竜
の
墨
絵
を
寄
贈
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
者

の
目
に
つ
き
や
す
い
所
へ
と
い
う
こ

と
で
、
玄
関
右
側
の
壁
に
飾
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

◎
日
時
＋
月
四
日

　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

◎
場
所
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
；

◎
講
習
＋
日
町
高
等
学
校

　
　
　
酒
井
修
一
先
生

◎
そ
の
他
鑑
別
キ
ノ
コ
汁
あ
り

　
　
　
　
N
｝
響
・
轟
幡
N
鮒
管
三
鱗
翼
麗
一
・
轟
競
諺
雛

火
災
を
防
ご
う

稲
の
刈
り
入
れ
が
最
盛
期
に
な
り

ま
し
た
が
、
例
年
こ
の
時
期
に
な
り

ま
す
と
、
乾
燥
機
の
過
熱
に
よ
る
火

災
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

屹
燥
機
の
取
り
扱
い
に
は
充
分
な

配
慮
を
し
、
火
災
を
ひ
き
お
こ
さ
な

い
様
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

合
同
相
談
所
の
開
設

う
i
1
も
南
う
，
！
も
・
？
り
犀
量
9
9
9
も
う
6
『

　
行
政
相
談
週
間
（
1
0
月
1
2
日
～
1
0

月
1
8
旦
の
行
事
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
合
同
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま

す
の
で
、
相
談
し
た
い
方
々
は
お
出

か
け
下
さ
い
。
　
（
相
談
の
秘
密
は
守

り
ま
す
）

“
秋
の
味
覚
”

　
キ
ノ
コ

　
　
　
講
習
会
開
催

　
中
里
村
食
品
衛
生
協
会
主
催
に
よ

る
キ
ノ
コ
講
習
会
が
左
記
の
通
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
同
協
会
で
は
多
数
の
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今
年
も
豊
作
！
鎌
を
握
る
手
が
か
る
い
（
貝
野
地
区
で
Y

△
7
年
の
稲
作

　
　
　
　
－
昨
年
の
二
十
％
増
1

　
こ
の
た
び
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及

所
か
ら
、
今
年
の
早
生
稲
作
概
況
が

発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
融

雪
遅
れ
と
苗
代
期
の
異
常
低
温
の
た

め
、
健
苗
と
は
い
え
な
い
苗
を
用
い

て
出
発
し
た
が
噛
梅
雨
期
間
の
気
象

が
比
較
的
よ
か
っ
た
事
及
び
梅
雨
明

け
後
の
夏
刑
芙
候
に
よ
っ
て
、
稲
の

生
育
は
順
調
、
旺
盛
に
な
り
出
穂
期

を
迎
え
た
。

　
病
害
に
つ
い
て
み
る
と
、
梅
雨
明

け
前
後
の
頃
か
ら
葉
い
も
ち
病
が
全

域
に
発
生
し
た
が
、
防
除
の
徹
底
と

夏
刑
去
凧
象
が
訪
れ
た
た
め
大
き
な
被

害
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
穂
首
い
も
ち
病
に
つ
い
て
み
る
と

八
月
第
二
半
旬
が
極
端
な
低
温
、
日

照
不
足
に
み
ま
わ
れ
た
た
め
、
こ
の

時
期
に
出
穂
期
～
穂
揃
期
に
あ
っ
た

品
種
に
穂
首
い
も
ち
病
の
僅
か
な
発

生
が
み
ら
れ
る
程
度
で
、
例
年
多
い

穂
首
い
も
ち
病
の
被
害
は
少
な
い
様

で
あ
る
。
　
（
但
し
コ
シ
ヒ
カ
リ
等
の

枝
い
も
ち
病
が
ま
だ
心
配
さ
れ
て
い

る
）
害
虫
に
つ
い
て
み
る
と
、
秋

の
ウ
ン
カ
類
に
つ
い
て
は
、
夏
型
天

候
の
た
め
多
発
を
予
想
し
て
い
た
が

現
在
の
所
発
生
は
少
な
い
。

－
人
7
年
の
作
柄
ー

　
全
般
に
よ
い
。
穂
数
が
や
や
多
く

登
熟
期
が
夏
刑
去
双
象
で
あ
っ
た
た
め

特
に
登
熟
が
よ
く
、
屑
米
が
昨
年
の

半
分
以
下
で
あ
る
。
又
、
穂
首
い
も

ち
病
、
ウ
ン
カ
類
の
被
害
も
少
く
、

倒
状
も
僅
か
に
み
ら
れ
る
程
度
で
あ

る
。
こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
見
て
マ
イ

ナ
ス
の
要
素
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

平
均
（
全
平
均
）
で
昨
年
よ
り
二
十

％
位
増
収
が
み
こ
ま
れ
る
。
昨
年
の

作
柄
は
平
年
よ
り
十
五
％
位
わ
る
か

っ
た
の
で
収
量
指
数
は
平
年
比
一
〇

五
～
一
一
〇
位
に
な
る
も
の
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。

　
表
は
、
荒
屋
地
区
の
坪
刈
り
に
ょ

る
収
量
調
査
（
生
籾
脱
穀
か
ら
の
推

定
V
で
あ
る
。

品　憩憂酬 妹繍 榴養
　　1鮒

クズ矯 1髭禰鞠讐備 1轟糟 億　奪

トドロキ

ワ　セ

3，0臼9 28．0 鮪 5 2，柵 go 1，976 鯉．8

1輝鰍
麓年1漿

〔薦靴

　n3鮒

鱈　驚

ワ　　セ

1，650 19．5 ％ 5 1，489 go 1，皇91 357．3

1爬綾
　　知率
覇年1い眼量

備年沖
　　鵬）

県
議
会
総
務
文
教

　
　
　
　
　
　
建
設
公
安
委
員
が
来
村

　
去
る
九
日
、
新
潟
県
議
会
の
総
務

文
教
、
建
設
公
安
両
委
員
会
が
、
当

村
の
総
合
セ
ン
タ
ー
の
視
察
に
こ
ら

れ
た
。
一
行
二
十
五
名
は
、
午
前
九

時
よ
り
約
一
時
間
、
村
長
は
じ
め
議

会
副
議
長
、
総
文
委
員
長
、
総
務
課

長
の
案
内
、
説
明

で
見
て
回
っ
た
。

大
集
会
室
で
は
、

両
委
員
会
の
方
々

よ
り
、
立
派
な
施

設
で
す
が
管
理
も

大
変
で
し
ょ
う
等

村
の
事
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
と
質
問

が
出
さ
れ
た
。

村
長
及
び
総
務
課
長
の
御
礼
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
村
側
か
ら
の
質
間
に
答

え
、
日
程
に
従
い
、
十
日
町
土
木
事

務
所
の
係
の
案
内
で
、
国
道
二
五
三

号
線
道
路
改
良
現
場
で
あ
る
第
一
穴

沢
ト
ン
ネ
ル
を
視
察
し
た
。

（
第
一
穴
沢
ト
ン
ネ
ル
を
視
察
す
る
一
行
）
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中
国
を
訪
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
同

　
八
億
の
人
民
と
我
国
の
二
六
倍
の

国
土
を
有
し
、
四
千
年
の
歴
史
を
持

つ
隣
国
、
中
国
。
我
国
と
は
二
千
年

前
か
ら
の
交
流
が
あ
り
ま
し
た
が
、

不
幸
に
も
国
交
は
し
ば
ら
く
閉
ざ
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
次
第
に
、
日
中
間
の
国
交
正
常
化

の
気
運
が
た
か
ま
り
、
一
九
七
二
年

日
中
間
の
国
交
は
回
復
し
、
今
迄
の

不
正
常
な
状
態
に
終
止
符
が
打
た
れ

日
中
関
係
に
新
た
な
一
章
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
八
月
十
日
、
私
達
を
乗
せ
た
中
国

船
「
耀
華
号
」
は
、
中
国
訪
問
の
感

激
と
期
待
に
満
ち
た
若
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
満
載
し
な
が
ら
、
一
路
中
国
へ

と
新
潟
港
を
出
港
し
ま
し
た
。

途
中
台
風
の
影
響
で
一
日
日
程
が
遅

れ
、
十
四
日
、
上
海
へ
上
陸
し
ま
し

た
。
黄
泥
色
の
揚
子
江
は
、
さ
す
が

に
大
き
く
、
両
岸
は
見
え
ず
、
河
口

と
海
の
境
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

　
最
初
の
訪
間
地
で
あ
る
上
海
は
、

中
国
最
大
の
工
業
都
市
で
面
積
は
六

一
八
五
K
㎡
、
人
口
は
一
一
〇
〇
万

人
に
達
し
、
中
国
国
内
の
交
通
の
要

で
あ
る
と
同
時
に
文
化
、
教
育
の
一

大
中
心
地
で
あ
り
ま
す
。

車
は
少
な
く
、
街
の
中
に
は
緑
が
多

く
、
良
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、
人
々

の
交
通
の
足
は
バ
ス
と
自
転
車
で
す

私
達
の
バ
ス
が
通
る
と
、
人
々
は
手

を
振
っ
て
歓
迎
し
て
く
れ
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
て

　
　
　
野
　
　
茂
　
実

そ
れ
に
呼
応
す
る
の
が
た
い
へ
ん
で

し
た
。
上
海
で
は
、
人
民
公
社
、
少

年
の
家
、
労
働
新
村
、
農
業
展
覧
会

等
を
見
学
し
、
三
日
間
の
滞
在
を
終

え
、
次
の
訪
問
地
天
津
へ
と
向
い
ま

し
た
。
天
津
へ
は
上
海
か
ら
船
で
一

日
半
か
か
り
、
中
国
大
陸
の
大
き
さ

を
し
み
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。

　
天
津
へ
上
陸
す
る
と
同
時
に
盛
天

な
歓
迎
を
受
け
、
子
供
達
の
歌
や
踊

り
に
あ
っ
け
に
と
ら
れ
、
又
、
切
れ

目
な
く
沿
道
に
立
ち
な
ら
ぶ
歓
迎
の

人
々
に
敬
服
し
な
が
ら
、
ホ
テ
ル
ま

で
の
二
時
間
、
疲
れ
を
忘
れ
て
バ
ス

の
中
か
ら
手
を
振
り
続
け
ま
し
た
。

こ
の
様
な
統
率
さ
れ
て
い
る
中
国
に

驚
く
と
同
時
に
、
中
国
人
民
が
日
本

国
民
に
対
し
、
子
々
孫
々
、
世
々
代

々
の
友
好
を
願
っ
て
い
る
事
が
、
私

達
に
強
い
印
象
を
与
え
ま
し
た
。

　
天
津
で
は
、
紡
績
工
場
、
学
校
、

人
民
公
社
等
を
見
学
し
た
り
、
ス
ポ

ー
ツ
、
文
芸
交
流
会
を
行
な
い
、
建

物
は
、
赤
レ
ン
ガ
造
り
が
ほ
と
ん
ど

で
、
農
村
部
へ
行
く
と
、
外
壁
が
土

造
り
の
建
物
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
道
路
と
い
う
道
路
に
は
す
べ
て
、

並
木
が
あ
り
、
往
来
の
中
に
は
、
馬

車
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

農
業
を
嚢
肥
と
只
工
業
を
導
き

手
と
す
る
中
国
で
も
、
ま
だ
農
村
と

都
市
の
差
が
あ
り
、
全
て
、
解
決
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
中
国
で
は
、
老
年
、
中
年
、
青
年

の
三
統
合
、
農
民
、
労
働
者
、
・
兵
士

の
三
統
合
に
よ
っ
て
、
全
て
が
な
さ

れ
、
教
師
、
学
生
、
あ
ら
ゆ
る
幹
部

や
指
導
者
も
、
一
定
期
間
は
大
衆
の

中
で
労
働
に
参
加
し
、
勉
強
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
一
年
間
の
医
療
費
は
一
人
当
、
一

円
五
〇
銭
か
ら
二
円
で
ど
ん
な
手
術

も
で
き
る
し
、
光
熱
水
利
費
は
国
家

負
担
な
ど
、
福
利
厚
生
は
進
ん
で
お

り
ま
し
た
。

　
人
々
の
生
活
水
準
は
ま
だ
低
く
、

多
く
普
及
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ラ
ジ

オ
、
ミ
シ
ン
、
自
転
車
位
で
す
。

　
反
面
、
医
療
技
術
や
、
針
麻
酔
は

進
ん
で
お
り
、
世
界
各
国
か
ら
注
目

を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
人
々
の
学
習
も
盛
ん
で
、
夜
は
ほ

と
ん
ど
、
そ
の
時
間
に
あ
て
ら
れ
、

自
力
更
生
、
自
主
独
立
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
で
、
中
国
人
民
は
社
会
主

義
国
家
建
設
の
た
め
、
一
つ
の
目
標

に
向
っ
て
進
ん
で
お
り
、
安
心
し
、

国を

愛
し
、
底
知
れ
な
い
力
と
自
信

を
持
っ
て
、
労
働
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。

　
発
展
途
上
国
か
ら
、
先
進
国
へ
と

移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中
国
を

訪
れ
、
私
は
色
々
と
教
え
ら
れ
ま
し

‡
‡
‡
‡

た
。
　
中
国
は
、
安
定
し
た
経
済
の
も
と

で
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
私
達
は
こ
の
地
に
別
れ
を
告
げ

首
都
北
京
へ
と
向
い
ま
し
た
。

天
津
か
ら
汽
車
で
一
時
間
余
り
、
そ

の
沿
線
に
は
限
り
な
く
遠
々
と
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
コ
ウ
リ
ャ
ン
畑
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
北
京
は
、
近
代
建
築

物
が
数
多
く
建
ち
並
び
、
八
百
年
来

の
歴
史
の
都
で
あ
り
、
そ
の
中
心
に

は
中
国
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
天
安
門

又
、
明
、
清
両
朝
の
皇
居
で
あ
る
故

宮
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
五
五
〇
余

年
前
の
古
建
築
物
で
、
建
築
面
積
が

十
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い

ま
す
。
又
、
西
北
東
に
は
延
々
六
千

キ
ロ
の
万
里
の
長
城
が
あ
り
、
ま
る

で
巨
竜
の
様
に
雄
大
で
し
た
。

私
は
、
北
京
を
訪
れ
、
封
建
王
朝
の

栄
華
と
当
時
の
人
民
の
苦
し
み
、
又

現
在
の
中
国
に
到
る
ま
で
の
人
々
の

図
り
知
れ
な
い
努
力
に
ひ
た
す
ら
感

心
し
ま
し
た
。

今
、
中
国
は
明
日
の
国
作
り
に
、
国

民
一
丸
と
な
っ
て
前
進
し
て
お
り
ま

す
。写
真
は
天
安
門
前
の
筆
者

　
　
　
　
　
き
…
◎

在
宅
重
度
障
害
者
福
祉
手
当
の

お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
年
十
月
か
ら
在
宅
の
重

度
障
害
者
の
か
た
が
た
に
福
祉
手
当

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
人
は

十
月
三
十
一
日
ま
で
手
続
を
す
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。
福
祉
手
当
制
度
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
社
会
福

祉
事
務
所
又
は
役
場
社
会
課
に
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

－
支
給
要
件

　
q
D
精
神
及
び
身
体
に
重
度
の
障
害

　
　
を
有
し
、
日
常
生
括
に
常
時
介

　
　
護
を
要
す
る
こ
と
。

　
㈹
日
本
国
籍
を
有
し
、
現
に
日
本

　
　
国
内
に
所
在
地
を
有
す
る
こ
と

　
⑥
在
宅
の
障
害
者
で
廃
疾
を
事
由

　
　
と
す
る
他
の
制
度
に
ょ
る
給
付

　
　
を
受
け
て
い
な
い
者
（
障
害
福

　
　
祉
年
金
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
　
は
併
給
で
き
る
V

2
支
給
対
象
障
害
者

　
q
D
日
常
生
活
に
常
時
介
護
を
要
す

　
　
る
程
度
の
身
体
障
害
者
（
身
体

　
　
障
宝
暑
手
帳
－
級
及
び
2
級
の

　
　
一
部
を
含
む
）

　
働
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と

　
　
す
る
症
状
の
療
養
者

　
㈹
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
監
、

　
　
介
護
を
要
す
る
精
神
障
害
者
、

　
鰯
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
助

　
　
又
は
介
護
を
要
す
る
精
神
及
び

　
　
身
体
の
障
害
を
あ
わ
せ
も
つ
者

3
手
当
額

月
額
　
一
人

4
支
給
月

　
一
月
五
月

5
所
得
制
限

所得制限表

善
意
に
感
謝

　
　
　
　
　
田
沢
小
学
校
長

（嵐位円）

四
千
円

九
月

所褥割

限碁準

限度額

扶養親族

等の数
0人 1人 2人 3　人 4人 5人

障害者

本　人
600．0001 7磁，500 982，500 1，202，500 1，422謁00 1，642，500

扶　養
義務者等

i，632，500 1，852，500 2，072，500 2292，500 2，512，500 2，732，500

　
去
る
七
月
本
村
の
服
部
士
二
男
方

服
部
う
め
（
八
○
才
）
さ
ん
か
ら
、
冬

の
寒
い
季
節
、
し
か
も
、
も
め
ん
の

少
い
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
毎
日
丹
精

こ
め
て
作
ら
れ
た
「
ぞ
う
き
ん
」
七

〇
枚
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
ば
あ
さ
ん
、
た
い
へ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
ぞ
う
き
ん
（
心
の
こ
も
っ
た
）

で
毎
日
児
童
が
床
を
き
れ
い
に
し
て

お
り
ま
す
。

　
田
沢
校
も
十
月
は
百
周
年
の
式
が

池
　
田
　
周
　
一

あ
り
ま
す
が
、
お
ば
あ
さ
ん
の
心
を

こ
ど
も
た
ち
に
話
し
て
、
き
れ
い
な

学
校
に
し
た
い
と
先
生
が
た
が
話
し

ム
・
い
ま
し
た
。

　
学
校
を
大
切
に
、
学
校
を
愛
し
て

お
ら
れ
る
心
を
、
子
供
達
に
も
、
つ

た
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
ー

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
も
百
才
迄
も
、

そ
れ
よ
り
も
う
ん
と
長
く
健
康
で
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
尚
田
沢
中
学
校
に
も
七
〇
枚
が
お

く
ら
れ
た
由
、
追
伸
し
て
お
き
ま
す

機
知
の
巧
あ
れ
ば
必
ず
機
知
の
敗
あ
」σ
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虫
歯
な
ど
の
歯

生
活
と
関
連
し
て
数
多
く
あ
る
こ
と

前
歯
、

臼
歯
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

レ
が
あ
っ
て
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

理
に
動
か
さ
な
い
で
自
然
に
抜
け
る

子
ど
も
の
歯
と
食
生
活
q
D
の
病
気
も
全
く
同

様
で
す
。
虫
歯
な

は
明
ら
か
で
す
。

本
誌
で
は
皆
様
方
の
育
児
の
参
考

こ
れ
ら
は
形
は
異
な
り
ま
す
が
、

構
造
は
同
じ
で
、
図
1
の
よ
う
に
意

◎
は
え
変
わ
る
時
の
注
意

　
乳
歯
か
ら
永
久
歯
へ
の
は
え
変
わ

ま
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。

※
乳
歯
が
抜
け
な
い
う
ち
に
永
久
歯

’

ど
は
、
育
児
に
際

と
し
て
頂
き
た
く
、
数
回
に
渡
っ
て

外
に
複
雑
な
も
の
で
す
。
外
側
か
ら

り
は
乳
歯
の
脱
落
↓
永
久
歯
の
萌
出

が
出
て
き
た
ら
、
歯
科
医
で
乳
歯
を

私
た
ち
に
は
子
ど
も
を
心
身
と
も

に
健
全
に
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

意
が
必
要
で
す
。
健
全
な
子
ど
も
は

健
全
な
家
庭
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
ま

し
て
、
と
か
く
二
み
次
、
．
、
め
次
と

考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
決
し
て
そ

日
本
食
生
活
協
会
発
行
の
冊
子
よ
り

村
立
歯
料
診
療
所
の
協
力
を
得
な
が

硬
い
エ
ナ
メ
ル
質
、
痛
み
を
感
じ
る

繊
維
が
あ
る
象
牙
質
、
歯
の
神
経
と

と
い
う
順
で
行
わ
れ
ま
す
。
乳
歯
の

根
が
と
け
て
き
て
自
然
に
抜
け
、
そ

抜
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

※
永
久
歯
が
正
し
い
位
置
に
正
し
く

い
大
き
い
責
任
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
妊
娠
、
分
娩
、
育
．

す
。
子
ど
も
の
心
や
身
体
の
病
気
は

家
庭
の
幸
せ
を
も
破
壊
し
て
し
ま
い

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
育
ざ
か
り

の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
虫
歯
が
原
因

ら
、

一涜
ド
さ
い
Q

転
載
し
て
行
き
ま
す
の
で
御
愛

普
通
呼
ば
れ
て
い
る
知
覚
や
栄
養
を

つ
か
さ
ど
る
歯
髄
と
な
っ
て
い
ま
す

の
後
へ
永
久
歯
が
出
て
く
る
の
で
す

が
、
こ
の
交
換
が
う
ま
く
い
か
な
い

は
え
て
い
る
か
、
曲
が
っ
た
り
斜
め

に
向
い
た
り
し
て
い
な
い
か
、
よ
く

児
を
通
じ
て
、
母
も
子
も
細
心
の
注

ま
す
。

と
な
っ
て
お
こ
る
病
気
が
、
特
に
食

さ
ら
に
歯
の
根
は
セ
メ
ン
ト
質
で
お

と
、
永
久
歯
に
悪
い
影
響
を
与
え
ま

観
察
し
ま
し
ょ
う
。

1
歯
の
働
き

か
に
考
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
歯

の
一
本
、
一
本
に
大
切
な
役
目
が
あ

胃
へ
送
り
こ
み
ま
す
。
つ
ま
り
、
食

物
の
消
化
吸
収
の
第
．
段
階
が
、
歯

又
、

わ
ゆ
る
明
眸
皓
歯
、

白
く
き
れ
い
な
歯
並
び
は
、

美
人
の
条
件
で い

お
わ
れ
、

　
　
　
又
、
歯
の
根
と
骨
と
の
間

に
は
歯
根
膜
が
あ
っ
て
、
強
く
か
ん

す
。
次
の
点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

※
乳
歯
が
少
々
ぐ
ら
つ
い
て
も
、
無

　
歯
は
心
臓
や
胃
、
腸
な
ど
と
同
じ

に
、
か
ら
だ
の
重
要
な
器
官
の
一
つ

で
す
。
と
こ
ろ
が
子
ど
も
な
ら
二
〇

り
、
全
部
そ
ろ
っ
て
、
は
じ
め
て
完

全
な
働
き
が
で
き
ま
す
。

◎
主
な
役
目

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
わ
け
で
す
。

※
発
音
を
助
け
る
”
前
歯
が
抜
け
て

い
た
り
、
ス
キ
間
が
あ
っ
た
り
す
る

す
。

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

2
歯
の
種
類
と
構
造

だ
時
、

う
防
い
で
い
ま
す
。

　
　
ア
ゴ
に
衝
撃
が
い
か
な
い
よ

こ
の
歯
は
一
度
で
き
て
し
ま
う
と

昭
和
5
1
年
度

新
潟
県
警
察
官
試
験
案
内
八
日
か
ら
九
月
二

＋
七
日
ま
で

3
第
一
次
試
験

本
、
大
人
な
ら
二
八
～
三
二
本
と
、

※
食
物
を
か
む
”
前
歯
で
食
物
を
か

と
、
正
し
い
発
音
が
で
き
ま
せ
ん
。

歯
は
最
初
に
は
え
る
乳
歯
と
、
そ

つ
く
り
変
え
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

新
潟
県
で
は
次
に
よ
り
男
子
警
察

十
月
五
日
（
日
）
午
前
八
時
三
十
分

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
本
位

み
切
り
、
奥
歯
で
す
り
つ
ぶ
し
、
唾

※
顔
か
た
ち
を
整
え
る
”
か
む
と
い

の
後
の
変
歯
に
大
別
さ
れ
、

そ
れ

強
い
歯
と
弱
い
歯
の
別
れ
道
は
歯
の

官
の
採
用
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

4
試
験
場
長
岡
市
（
長
岡
工
業
高

な
く
て
も
：
：
と
、
つ
い
、
お
ろ
そ

◇
山
が
近
け
れ
ば
（
近
く
見
え
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
液
と
混
ぜ
合
せ
て
ド
ロ
ド
ロ
に
し
て

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
o
●
o
●
●
●
●
・
●
・
●
、
●
9
・
●
・
・
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢
を
見
る
。

う
動
作
で
ア
ゴ
の
形
が
整
え
ら
れ
、

●
　
●
　
●
　
●
●
●
●
●
●
　
●
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
　
．
　
●
●
●
●
●
●
・

　
は
戻
る
。

ぞ
れ
は
、

は
え
る
位
置
に
よ
っ
て
、

形
成
期
に
あ
り
ま
す
。
茎
‡
…
‡

　
さ
れ
、
出
生
後
、

　
　
己

　
　
曇
ロ

ー
受
験
資
格
昭
和
二
十
三
年
四
月

校
）

5
そ
の
他
申
込
用
紙
は
十
日
町
警

）
風
が
出
る
。

◇朝

焼
け
は
風
が
出
る
。

◇
死
ん
だ
夢
を
み
る
と
縁
起
が
よ
い

◇
歯
の
抜
け
た
夢
を
み
る
と
不
幸
が

◇
申
の
日
に
祝
儀
事
は
よ
く
な
い
。

◇
頭
の
道
具
（
櫛
な
ど
）
落
ち
て
い

）1

＼
㌔
h
『
ウ

石
灰
化
が
は
じ
ま

り
ま
す
。

二
日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
高
等

察
署
若
し
く
は
最
寄
り
の
駐
在
所

に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

◇
身
体
の
弱
い
人
は
ハ
ダ
シ
で
朝
露

　
ふ
む
と
よ
い
。

起
き
る
。

◇
夢
を
見
て
三
日
黙
っ
て
い
る
と
そ

た
ら
蹴
っ
て
か
ら
ひ
ろ
え
。

◇
嫁
に
来
た
道
と
い
ち
げ
ん
（
ひ
と

図（造

◎
は
え
る
時
期

※
乳
歯
“
生
後
六

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
れ
ば

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

詳
し
い
事
は
右
記
で
ご
相
談
下
さ

》
O

し

◇
女
の
捨
て
た
髪
の
毛
で
鳥
が
巣
を

の
通
り
に
な
る
。
悪
い
夢
を
み
た

も
ど
り
）
の
道
は
同
じ
と
こ
ろ
を

構

ケ
月
ご
ろ
か
ら
下

2
受
付
期
間
昭
和
五
十
年
八
月
十

　
か
け
る
と
そ
の
女
は
頭
病
み
に
な

◇
禁
パ
ツ
（
も
（
俗

の
も
ら
い
）
に

　
　
　
　
ら
人
に
話
せ
。

　
　
信
）

昔
か
ら
言
わ
れ

通
れ
。

　
　
　
　
　
◇
不
は
も
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
竹
は
ウ
ラ
か
ら

の
順
歯
”

　
　
工

　
詞
肉
ぐ
歯
値

　
ク

腔
）
髄
髄
歯
備

質
　
質
牙
埣

象
　
メ
　
セ

サ骨槽歯
歯 膜
　
　
　
孔

根
　
　
　
尖

　
　
根

の
乳
中
切
歯
が
は

え
、
上
の
第
二
乳

臼
歯
を
最
後
に
二

国
勢
調
査
に

つ
い
て
お
願
い

普
段
住
ん
で
い
る
方
に
つ
い
て
、
も

れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
記
入
し
て
い
た
だ
い

な
っ
た
ら
村
中

か
貞
釆
一
握
り

信
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と

　
　
　
　
　
小
柳
定
夫
ー
採
集
ー

割
れ
。

◇
お
か
ね
様
の
日

は
何
を
や
る
に

3
歯
の
生
い
た
ち

部
そ
ろ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
才
ご
ろ
ま
で
に
全

※
永
久
歯
”
六
才
ご
ろ
か
ら
、
第
二

十
月
一
日
に
は
、
全
国
い
っ
せ
い

に
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

九
月
三
十
日
迄
に
、
調
査
員
が
皆

た
事
を
他
に
も
ら
し
た
り
す
る
事
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

県
や
村
の
こ
れ
か
ら
の
行
政
の
基
礎

づ
つ
も
ら
い
歩
き
ア
ン
ボ
に
し
て

喰
う
と
治
る
。

◇
朝
顔
を
洗
わ
な
い
と
味
噌
桶
に
な

　
る
。

も
日
を
見
る
必
要
が
な
い
。

◇
屋
敷
の
ノ
ボ
リ
に
梅
を
植
え
る
と

歯
が
で
き
る
土
台
の
ア
ゴ
の
骨
は

胎
生
六
週
ご
ろ
で
き
始
め
、
胎
生
二

乳
臼
歯
の
後
に
ま
ず
第
一
大
臼
歯
が

は
え
、
そ
の
後
、
乳
歯
と
交
代
し
な

さ
ん
の
お
宅
に
調
査
票
の
記
入
を
お

願
い
に
あ
が
り
ま
す
の
で
、
お
宅
に

に
な
る
国
勢
調
査
に
皆
さ
ん
の
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
縞
の
布
で
作
っ
た
財
布
は
わ
る
い

◇
死
ん
だ
人
の
上
に
猫
が
あ
が
る
と

死
人
が
生
き
か
え
る
。

◇
夜
の
蜘
蛛
は
泥
棒
グ
モ
だ
か
ら
殺

　
せ
（
程
島
で
は
「
ヨ
ク
モ
ご
産
っ

た
縁
起
が
よ
い
」
と
い
う
）

縁
起
が
悪
い
。

◇
屋
敷
の
う
ち
に
柳
の
木
を
植
え
る

ん
で
ね
え
。

ケ
月
に
な
る
と
、

歯
が
芽
ば
え
、
四
～
五
ケ
月
ご
ろ
に

は
母
体
の
血
液
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
や

こ
の
骨
の
中
に
乳

は
え
終
り
ま
す
。

が
ら
十
二
、
三
才
ご
ろ
ま
で
に
第
三

大
臼
歯
（
親
知
ら
ず
）
を
除
い
て
、

｝社会
福
．
祉

協
議
会
へ
寄
附

記
念
嚢
と
し
て
、
発
表
会
を
行
な

い
、
七
〇
歳
以
上
の
老
人
を
招
待
、

又
村
民
多
数
の
皆
様
か
ら
御
協
力
を

◇着

物
を
前
う
し
ろ
に
着
る
と
死
人

◇
燈
縁
に
疵
を
つ
け
る
と
一
生
憎
ま

◇
ア
ケ
ビ
の
な
ら
な
い
年
は
熊
が
出

リ
ン
を
と
り
、

石
灰
化
を
開
始
し
ま

※
注
意
”
こ
の
よ
う
な
歯
の
は
え
る

中
里
村
民
謡
保
存
さ
ざ
な
み
会
（

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
社
会

が
お
ぷ
さ
る
。

◇
胸
に
手
を
あ
て
て
寝
る
と
恐
し
い

れ
る
。

◇
寅
の
日
に
嫁
ど
り
す
る
と
そ
の
嫁

る
。

す
。
又
、
永
久
歯
も
、
す
で
に
胎
生

三
～
四
ケ
月
ご
ろ
に
は
、
芽
が
準
備

時
期
、

で
「
標
準
」 は
え
変
わ
る
時
期
は
あ
く
ま

　
　
で
、
半
年
ぐ
ら
い
の
ズ

会
長
村
山
林
平
、
〈
苔
貝
四
十
三
名
）

で
は
九
月
七
日
、
会
の
結
成
五
周
年

軽嚢にと、

五
万
円
轟
寄
附

い
た
だ
き
ま
し
た
。


